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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】有機ＥＬディスプレイにおいて連続的な表示を
実現可能にする駆動回路、表示装置、表示装置の駆動方
法を提供する。
【解決手段】駆動回路は、複数の画素行のうち列方向に
連続する第１画素行群の駆動用ＴＦＴの閾値電圧を同時
に補正し、第１画素行群の駆動用ＴＦＴの閾値電圧の補
正後に、第１画素行群の信号電位のサンプリングを順次
行い、第１画素行群のサンプリングの終了から第１待機
期間が経過すると、第１画素行群の駆動用ＴＦＴを順次
オンにし、第１画素行群についてのサンプリングが終了
すると、第１画素行群に連続する第２画素行群の駆動用
ＴＦＴの閾値電圧を同時に補正し、第２画素行群の駆動
用ＴＦＴの閾値電圧の補正後に、第２画素行群の各行の
信号電位のサンプリングを順次行い、第２画素行群につ
いてのサンプリングの終了から第２待機期間が経過する
と、第１画素行群と連続するように第２画素行群の駆動
用ＴＦＴを順次オンにする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬ素子のアノードにソースが接続され、電源線にドレインが接続され、前記有機
ＥＬ素子を駆動する駆動用ＴＦＴと、
　ドレイン又はソースの一方がデータ線に接続され、ドレイン又はソースの他方が前記駆
動用ＴＦＴのゲートに接続される選択用ＴＦＴと、
　前記駆動用ＴＦＴのソースとゲートとの間に接続される保持容量と
　を画素毎に含み、
　複数の画素行のうちの列方向に連続する第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴの閾値電圧を
同時に補正し、
　前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴの前記閾値電圧の補正後に、前記第１画素行群の
各行の信号電位のサンプリングを順次行い、
　前記第１画素行群についての前記サンプリングの終了から第１待機期間が経過すると、
前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴを順次オンにし、
　前記第１画素行群についての前記サンプリングが終了すると、前記第１画素行群に連続
する第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴの閾値電圧を同時に補正し、
　前記第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴの前記閾値電圧の補正後に、前記第２画素行群の
各行の信号電位のサンプリングを順次行い、
　前記第２画素行群についての前記サンプリングの終了から前記第１待機期間とは異なる
第２待機期間が経過すると、前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴと連続するように、前
記第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴを順次オンにする、駆動回路。
【請求項２】
　前記第１待機期間と前記第２待機時間の差は、前記閾値電圧の補正に要する時間に等し
い、請求項１記載の駆動回路。
【請求項３】
　前記第２画素行群が前記複数の画素行のうちの列方向において末尾に存在する画素行群
である場合には、前記第２待機時間は零である、請求項１又は２記載の駆動回路。
【請求項４】
　前記第１画素行群と前記第２画素行群は、前記選択用ＴＦＴを駆動する第１ＩＣと第２
ＩＣに対応する、請求項１乃至３のいずれか一項記載の駆動回路。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の駆動回路と、
　前記駆動回路によって駆動される前記有機ＥＬ素子と
　を含む、表示装置。
【請求項６】
　有機ＥＬ素子と、
　前記有機ＥＬ素子のアノードにソースが接続され、電源線にドレインが接続され、前記
有機ＥＬ素子を駆動する駆動用ＴＦＴと、
　ドレイン又はソースの一方がデータ線に接続され、ドレイン又はソースの他方が前記駆
動用ＴＦＴのゲートに接続される選択用ＴＦＴと、
　前記駆動用ＴＦＴのソースとゲートとの間に接続される保持容量と
　を画素毎に含む表示装置の駆動方法であって、
　複数の画素行のうちの列方向に連続する第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴの閾値電圧を
同時に補正し、
　前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴの前記閾値電圧の補正後に、前記第１画素行群の
各行の信号電位のサンプリングを順次行い、
　前記第１画素行群についての前記サンプリングの終了から第１待機期間が経過すると、
前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴを順次オンにし、
　前記第１画素行群についての前記サンプリングが終了すると、前記第１画素行群に連続
する第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴの閾値電圧を同時に補正し、
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　前記第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴの前記閾値電圧の補正後に、前記第２画素行群の
各行の信号電位のサンプリングを順次行い、
　前記第２画素行群についての前記サンプリングの終了から前記第１待機期間とは異なる
第２待機期間が経過すると、前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴと連続するように、前
記第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴを順次オンにする、表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ(Electro Luminescence)ディスプレイをアクティブマトリクス駆動
するための駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、画素アレイ部とこれを駆動する駆動部とを含む本表示装置がある。画素アレ
イ部は、行状の走査線と、列状の信号線と、両者が交差する部分に配された行列状の画素
と、各画素の各行に対応して配された電源線とを備える。駆動部は、画素を行単位で線順
次走査する主スキャナ（ライトスキャナ）と、この線順次走査に合わせて各電源線に電源
電圧を供給する電源スキャナと、この線順次走査に合わせて信号線に信号電位と基準電位
を供給する水平セレクタを備える（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、信号電位のサンプリングに先行する複数の水平期間で閾電圧補正動作を繰り返し
行って駆動用トランジスタの閾電圧に相当する電圧を保持容量に保持する表示装置がある
。この表示装置では、閾電圧相当分の電圧の書き込みを複数回に分けて繰り返し行うこと
で、書き込み時間を十分に確保している（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　また、閾電圧補正動作を行う際に、映像信号の基準電位を２値化することによってサン
プリング用トランジスタを非道通状態にすることにより電位リークを防ぐ表示装置がある
（例えば、特許文献３参照）
　また、複数の水平ラインを１ユニットとし、同一ユニット内の各画素回路では、閾値補
正動作が同時に行われるようにする表示装置がある（例えば、特許文献４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開2007-310311号公報
【特許文献２】特開2008-033193号公報
【特許文献３】特開2009-163146号公報
【特許文献４】特開2010-002498号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の技術により、比較的簡単な画素回路構成で駆動用トランジスタの閾電圧や
移動度などの特性ばらつきの補正を行うことができる。また、十分な補正を行うために閾
電圧相当分の電圧の書き込み時間を十分に確保する目的で、特許文献２，３の技術が用い
られる。
【０００７】
　しかし、特許文献２，３記載の技術では、画面１行の走査時間内に信号電位のサンプリ
ングと閾電圧補正動作を行わなければならないので、１行の走査時間を短くすることが困
難であった。有機ELディスプレイの高解像度化に伴って画面の行数を増加させるためには
、１行毎の走査時間を短くすることが必要であるが、特許文献２，３の駆動方法では走査
時間を短くすることが困難であった。
【０００８】
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　この点において、特許文献４記載の技術では、複数の水平ラインを含む１つのユニット
の中の各画素回路で同時に閾値補正動作を行うため、走査時間の短縮化を図っているが、
ユニット同士の境界において、表示が不連続になるおそれがあった。
【０００９】
　そこで、有機ＥＬディスプレイにおいて連続的な表示を実現可能にする駆動回路、表示
装置、表示装置の駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施の形態の駆動回路は、有機ＥＬ素子のアノードにソースが接続され、電源
線にドレインが接続され、前記有機ＥＬ素子を駆動する駆動用ＴＦＴと、ドレイン又はソ
ースの一方がデータ線に接続され、ドレイン又はソースの他方が前記駆動用ＴＦＴのゲー
トに接続される選択用ＴＦＴと、前記駆動用ＴＦＴのソースとゲートとの間に接続される
保持容量とを画素毎に含み、複数の画素行のうちの列方向に連続する第１画素行群の前記
駆動用ＴＦＴの閾値電圧を同時に補正し、前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴの前記閾
値電圧の補正後に、前記第１画素行群の各行の信号電位のサンプリングを順次行い、前記
第１画素行群についての前記サンプリングの終了から第１待機期間が経過すると、前記第
１画素行群の前記駆動用ＴＦＴを順次オンにし、前記第１画素行群についての前記サンプ
リングが終了すると、前記第１画素行群に連続する第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴの閾
値電圧を同時に補正し、前記第２画素行群の前記駆動用ＴＦＴの前記閾値電圧の補正後に
、前記第２画素行群の各行の信号電位のサンプリングを順次行い、前記第２画素行群につ
いての前記サンプリングの終了から前記第１待機期間とは異なる第２待機期間が経過する
と、前記第１画素行群の前記駆動用ＴＦＴと連続するように、前記第２画素行群の前記駆
動用ＴＦＴを順次オンにする。
【発明の効果】
【００１１】
　有機ＥＬディスプレイにおいて連続的な表示を実現可能にする駆動回路、表示装置、表
示装置の駆動方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態１の表示装置１００を示す図である。
【図２】実施の形態１の有機ＥＬディスプレイパネル１１０の各画素１１１の内部の構成
と、水平セレクタ１２０、ライトスキャナ１３０、及び電源スキャナ１４０との接続関係
を示す図である。
【図３】実施の形態１の表示装置１００の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図４】実施の形態１の表示装置１００の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図５】比較用の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図６】比較用の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図７】実施の形態１の変形例による表示装置１００の駆動方法を示すタイミングチャー
トである。
【図８】実施の形態２による表示装置の駆動方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の駆動回路、表示装置、表示装置の駆動方法を適用した実施の形態につい
て説明する。
【００１４】
　＜実施の形態１＞
　図１は、実施の形態１の表示装置１００を示す図である。
【００１５】
　表示装置１００は、有機ＥＬディスプレイパネル１１０、水平セレクタ１２０、ライト
スキャナ１３０、及び電源スキャナ１４０を含む。
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【００１６】
　有機ＥＬディスプレイパネル１１０は、マトリクス状に配設される複数の画素(PXLC)１
１１を含む。説明の便宜上、図１には６つの画素１１１を含むが、実際には、例えば、有
機ＥＬディスプレイパネル１１０がＶＧＡ規格の場合は、例えば、６４０×４８０画素を
含む。
【００１７】
　水平セレクタ１２０(HSEL)は、水平方向の選択を行う回路であり、ｎ本のデータ線１２
１を介して各画素１１１に接続されている。上述したように、有機ＥＬディスプレイパネ
ル１１０がＶＧＡ規格の場合は、ｎは６４０である。
【００１８】
　ライトスキャナ１３０(WSCN)は、マトリクス状に配設される複数の画素の行を選択する
回路であり、ｍ本の選択線１３１を介して各画素１１１に接続されている。上述したよう
に、有機ＥＬディスプレイパネル１１０がＶＧＡ規格の場合は、ｍは４８０である。
【００１９】
　電源スキャナ１４０(DSCN)は、各画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子を発光させるため
の電力を各画素１１１に供給する回路であり、ｍ本の電源線１４１を介して各画素１１１
に接続されている。電源線１４１の数は、選択線１３１の数に等しい。
【００２０】
　次に、図２を用いて、各画素１１１の内部の構成と、水平セレクタ１２０、ライトスキ
ャナ１３０、及び電源スキャナ１４０との接続関係について説明する。
【００２１】
　図２は、実施の形態１の有機ＥＬディスプレイパネル１１０の各画素１１１の内部の構
成と、水平セレクタ１２０、ライトスキャナ１３０、及び電源スキャナ１４０との接続関
係を示す図である。
【００２２】
　有機ＥＬディスプレイパネル１１０（図１参照）の画素１１１には、選択用ＴＦＴ１５
１、駆動用ＴＦＴ１５２、キャパシタ１５３、及び有機ＥＬ素子１５４が配設される。選
択用ＴＦＴ１５１と駆動用ＴＦＴ１５２は、ｎチャネルＴＦＴ（Thin Film Transistor）
である。選択用ＴＦＴ１５１、駆動用ＴＦＴ１５２、及びキャパシタ１５３と、水平セレ
クタ１２０、ライトスキャナ１３０、及び電源スキャナ１４０（図１参照）とは、実施の
形態１の駆動回路を構築する。
【００２３】
　選択用ＴＦＴ１５１は、ドレインがデータ線１２１に接続され、ソースが駆動用ＴＦＴ
１５２のゲートに接続され、ゲートが選択線１３１に接続され、ライトスキャナ１３０に
よって駆動される。選択用ＴＦＴ１５１により、マトリクス状に配設される複数の画素１
１１（図１参照）の行選択が行われる。なお、選択用ＴＦＴ１５１のドレインとソースの
接続は逆であってもよい。
【００２４】
　駆動用ＴＦＴ１５２は、ソースが有機ＥＬ素子１５４のアノードに接続され、ドレイン
が電源線１４１に接続され、ゲートが選択用ＴＦＴ１５１のソースに接続される。駆動用
ＴＦＴ１５２は、有機ＥＬ素子１５４を駆動するために設けられている。
【００２５】
　キャパシタ１５３は、駆動用ＴＦＴ１５２のゲート・ソース間に接続されており、駆動
用ＴＦＴ１５２の閾値電圧Ｖｔｈを保持するために設けられている。マトリクス状に配列
される複数の画素１１１に含まれる駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧にばらつきがある場合
に、各駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧Ｖｔｈを対応するキャパシタ１５３に保持させるこ
とにより、駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧Ｖｔｈの補償を行う。キャパシタ１５３は、保
持容量の一例である。
【００２６】
　有機ＥＬ素子１５４は、アノードが駆動用ＴＦＴ１５２のソースに接続され、カソード
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は接地される。
【００２７】
　次に、図３及び図４を用いて、実施の形態１の表示装置１００の有機ＥＬディスプレイ
パネル１１０を駆動する駆動方法について説明する。
【００２８】
　図３及び図４は、実施の形態１の表示装置１００の駆動方法を示すタイミングチャート
である。
【００２９】
　図３には、横軸に時間軸を取り、フレーム毎の駆動内容を示す。また、縦軸に画素１１
１（図１参照）の行方向を示す。画素１１１の行方向とは、図１に示す有機ＥＬディスプ
レイパネル１１０における縦方向である。行の選択は、上側から下側に向けて順次行われ
るものとする。また、図３には、１行目からｎ行目までのｎ行の画素行を、１行目からｎ
／２行目までの画素行群１と、（ｎ／２）＋１行目からｎ行目までの画素行群２とに分け
て駆動する駆動方法を示す。画素行群１と画素行群２は、それぞれ、第１画素行群と第２
画素行群の一例である。
【００３０】
　図３に示すように、１フレーム目では、時刻Ｔ０から時刻Ｔ１（斜線で示す期間）まで
、１行目からｎ／２行目までの画素行群１に含まれるすべての駆動用ＴＦＴ１５２の閾値
電圧の補正が同時に行われる。このように駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧の補正を同時に
行う期間を補正期間と称す。時刻Ｔ０から時刻Ｔ１までの補正期間には、１行目からｎ／
２行目までの画素行群１に含まれるすべての駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧が同時に補正
される。
【００３１】
　また、時刻Ｔ１に画素行群１についての補正期間が終了すると、表示装置１００のシス
テムクロックに応じて、時刻Ｔ１から１行ずつ順次、信号電位のサンプリングが行われる
。信号電位のサンプリングは、システムクロックの１周期毎に１行ずつ行われ、時刻Ｔ１
で１行目のサンプリングを開始してから、時刻Ｔ３でｎ／２行目のサンプリングが終了す
るまで行われる。図３には、１行目からｎ／２行目までの画素行群１についての信号電位
のサンプリングを斜めの太い実線で示す。ここでは、斜めの太い実線の幅で示される期間
をサンプリング期間と称す。
【００３２】
　また、時刻Ｔ１からサンプリング期間が経過し、さらに待機期間が経過した時刻Ｔ２に
は、１行目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子１５４の発光が行われる。有機ＥＬ素子
１５４の発光は、図３に横線で示す所定の期間について行われ、１行目の画素１１１に含
まれる有機ＥＬ素子１５４の発光は、時刻Ｔ２から横線で示す所定の期間が経過する時点
まで行われる。以後、システムクロックの周期毎に１行ずつ発光が行われて、時刻Ｔ５で
ｎ／２行目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子１５４の発光が行われる。ｎ／２行目の
画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子１５４の発光は、時刻Ｔ５から横線で示す所定の期間
が経過する時点まで行われる。各行についての待機期間は、画素行群１についての補正期
間と等しい長さである。この待機期間は、第１待機時間の一例である。
【００３３】
　図３には、１行目からｎ／２行目までの各行についての待機期間を斜めの白い帯状の期
間として示し、１行目からｎ／２行目までの各行の有機ＥＬ素子１５４が発光する発光期
間を横線の期間として示す。
【００３４】
　また、時刻Ｔ３でｎ／２行目のサンプリングが終了すると、（ｎ／２）＋１行目からｎ
行目までの画素行群２については、時刻Ｔ３から時刻Ｔ４まで、画素行群２に含まれるす
べての駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧の補正が同時に行われる。時刻Ｔ３から時刻Ｔ４ま
での補正期間には、（ｎ／２）＋１行目からｎ行目までの画素行群２に含まれるすべての
駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧が同時に補正される。なお、画素行群２についての補正期
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間は、画素行群１についての補正期間と等しい。
【００３５】
　また、時刻Ｔ４に画素行群２についての補正期間が終了すると、表示装置１００のシス
テムクロックに応じて、時刻Ｔ４から１行ずつ順次、信号電位のサンプリングが行われる
。信号電位のサンプリングは、システムクロックの１周期毎に１行ずつ行われ、時刻Ｔ４
で（ｎ／２）＋１行目のサンプリングを開始してから、時刻Ｔ６でｎ行目のサンプリング
が終了するまで行われる。
【００３６】
　また、時刻Ｔ５からシステムクロックの１周期分が経過した時刻には、（ｎ／２）＋１
行目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子１５４の発光が行われ、以後、システムクロッ
クの周期毎に１行ずつ発光が行われ、時刻Ｔ６でｎ行目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ
素子１５４の発光が行われる。ここで、画素行群２については待機期間を設けない。すな
わち、待機期間は零である。
【００３７】
　そして、時刻Ｔ６からは２フレーム目の動作に入り、時刻Ｔ０から時刻Ｔ６までに行わ
れる動作と同様の動作が繰り返し行われる。時刻Ｔ０から時刻Ｔ６までの１フレーム目に
ついての駆動は、２フレーム目以降の各フレームについて同様に行われる。
【００３８】
　ここで、図４を用いて、補正期間、サンプリング期間、待機期間、及び発光期間におけ
るデータ線１２１、選択線１３１、及び電源線１４１の電位について説明する。図４に示
す時刻Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２は、図３に示す時刻Ｔ０、Ｔ１、Ｔ２に対応する。
【００３９】
　図４には、一例として、データ線１２１（１）、選択線１３１（１）、１３１（２）、
１３１（ｎ／２＋１）、１３１（ｎ／２＋２）、及び電源線１４１（１）、１４１（２）
、１４１（ｎ／２＋１）、１４１（ｎ／２＋２）の各電位を示す。
【００４０】
　データ線１２１（１）は、図１に示す複数（ｍ本）のデータ線１２１のうち、最も左側
に位置するデータ線である。すなわち、データ線１２１（１）は、ｍが１のデータ線であ
る。
【００４１】
　また、選択線１３１（１）及び電源線１４１（１）は、図1に示す複数（ｎ本）の選択
線１３１及び電源線１４１のうち、最も上側（１行目）に位置する選択線及び電源線であ
る。すなわち、選択線１３１（１）及び電源線１４１（１）は、ｎが１の選択線及び電源
線である。
【００４２】
　また、選択線１３１（２）及び電源線１４１（２）は、２行目に位置する選択線及び電
源線であり、ｎが２の選択線及び電源線である。
【００４３】
　また、選択線１３１（ｎ／２＋１）及び電源線１４１（ｎ／２＋１）は、（ｎ／２＋１
）行目に位置する選択線及び電源線である。換言すれば、選択線１３１（ｎ／２＋１）及
び電源線１４１（ｎ／２＋１）は、画素行群２に含まれる複数（ｎ／２本）の選択線１３
１及び電源線１４１のうち、最も上側に位置する選択線及び電源線である。
【００４４】
　同様に、選択線１３１（ｎ／２＋２）及び電源線１４１（ｎ／２＋２）は、（ｎ／２＋
２）行目に位置する選択線及び電源線である。
【００４５】
　図４に示すように、時刻Ｔ０では、データ線１２１（１）の電位はＬ(Low)レベルであ
る。データ線１２１（１）のＬレベルは、駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧Ｖｔｈよりも少
し高い所定の電位に設定される。
【００４６】
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　また、時刻Ｔ０では、選択線１３１（１）及び１３１（２）の電位はＬレベルからＨ(H
igh)レベルに立ち上がる。選択線１３１（１）及び１３１（２）の電位がＨレベルになる
と、１行目及び２行目の画素行に含まれる選択用ＴＦＴ１５１がオンになり、データ線１
２１（１）のＬレベルの電位によって駆動用ＴＦＴ１５２がオンになる。
【００４７】
　時刻Ｔ０における上述のような動作は、画素行群１に含まれるすべての選択線１３１に
ついて同様であり、時刻Ｔ０では、画素行群１に含まれる選択用ＴＦＴ１５１がオンにな
ることにより、駆動用ＴＦＴ１５２がオンになる。
【００４８】
　なお、時刻Ｔ０では、画素行群２に含まれる選択線１３１（ｎ／２＋１）及び１３１（
ｎ／２＋２）の電位はＬレベルに保持される。これは、画素行群２に含まれるすべての選
択線１３１について同様である。
【００４９】
　時刻Ｔ０から一定の時間が経過した時刻Ｔ０１で、電源線１４１（１）、１４１（２）
がＨレベルに立ち上がると、画素行群１の駆動用ＴＦＴ１５２のドレイン・ソース間に電
流が流れ、キャパシタ１５３が充電される。
【００５０】
　そして、時刻Ｔ１で選択線１３１（１）及び１３１（２）の電位がＬレベルに戻ると、
選択用ＴＦＴ１５１はオフになり、画素行群１の駆動用ＴＦＴ１５２は、ゲート・ソース
間の電圧が閾値電圧Ｖｔｈまで下がったところでオフになる。これにより、画素行群１の
駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電圧の補正が完了する。
【００５１】
　次に、時刻Ｔ１から一定の時間が経過した時刻Ｔ１１から、データ線１２１（１）の信
号電位がシステムクロックの1周期毎に映像信号に応じて変化する。
【００５２】
　時刻Ｔ１１において、選択線１３１（１）がＨレベルになると、1行目の選択用ＴＦＴ
１５１がオンになり、１行目のキャパシタ１５３に映像信号がサンプリングされる。
【００５３】
　次いで、時刻Ｔ１１からシステムクロックの1周期分の時間が経過した時刻Ｔ１２にお
いて、データ線１２１（１）の信号電位が変化するとともに、選択線１３１（２）がＨレ
ベルになり、２行目の選択用ＴＦＴ１５１がオンになり、２行目のキャパシタ１５３に映
像信号がサンプリングされる。
【００５４】
　以下、システムクロックの1周期毎に３行目からｎ／２行目までのキャパシタ１５３に
映像信号が順次サンプリングされる。これは、図３において、斜めの太い実線で示すサン
プリング期間に対応する。
【００５５】
　また、電源線１４１（１）については、サンプリングが終了する時刻Ｔ１２から時刻Ｔ
２までの待機期間（１）の間は電位がＬレベルに保持される。また、電源線１４１（２）
については、サンプリングが終了する時刻Ｔ１３から待機期間（２）の間は電位がＬレベ
ルに保持される。以下、同様に、３行目からｎ／２行目まで、システムクロックの1周期
ずつずれたタイミングで、待機期間が設けられ、電源線１４１の電位がＬレベルに保持さ
れる。これは、図３において、斜めの白い帯状の待機期間に対応する。
【００５６】
　そして電源線１４１（１）については、待機期間（１）が終了する時刻Ｔ２から、電源
線１４１（１）の電位がＨレベルになり、図４に所定の期間にわたって発光が行われる。
以下、同様に、２行目からｎ／２行目まで、システムクロックの1周期ずつずれたタイミ
ングで、発光が行われる。各行における発光は、すべて同一の期間（所定の期間）にわた
って行われる。これは、図３において、時刻Ｔ２以降に横線で示す発光期間に対応する。
【００５７】
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　また、時刻Ｔ３から時刻Ｔ４までの間は、画素行群２についての補正期間が行われ、以
後は、画素行群１から待機期間を除いた駆動パターンにより、同様にサンプリング期間と
発光期間における駆動が行われる。
【００５８】
　以上、実施の形態１の表示装置１００では、１行目からｎ行目までのｎ行の画素行を、
１行目からｎ／２行目までの画素行群１と、（ｎ／２）＋１行目からｎ行目までの画素行
群２とに分け、画素行群１の各行について信号電位のサンプリングと発光との間に設ける
待機期間は、画素行群１についての補正期間と等しい長さである。
【００５９】
　従って、時刻Ｔ１から待機期間が経過した時刻Ｔ２に１行目の画素１１１に含まれる有
機ＥＬ素子１５４の発光が行われ、以後、システムクロックの周期毎に１行ずつ発光が行
われて、時刻Ｔ５でｎ／２行目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子１５４の発光が行わ
れる。
【００６０】
　そして、時刻Ｔ５からシステムクロックの１周期分が経過した時刻に（ｎ／２）＋１行
目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ素子１５４の発光が行われ、以後、システムクロック
の周期毎に１行ずつ発光が行われて、時刻Ｔ６でｎ行目の画素１１１に含まれる有機ＥＬ
素子１５４の発光が行われる。
【００６１】
　このため、画素行群１と画素行群２とに含まれるすべての駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電
圧をそれぞれ同時に補正できるとともに、１行目からｎ行目までのｎ行の画素行の有機Ｅ
Ｌ素子１５４をシステムクロックの１周期毎に連続的に発光させることができる。
【００６２】
　従って、連続的な表示を実現可能にする表示装置１００を提供することができる。特に
、画素行群１と画素行群２との境界において、画素行群１及び画素行群２のそれぞれの中
での各行の発光と同様に、システムクロックの1周期分の時間差で連続的に発光すること
ができるので、動画像での上下に不連続な境目が見えるようなことや、静止画像での視線
の移動にともなう上下に不連続な境目が見えてしまうことを抑制でき、きれいで美しい表
示を実現することができる。このような駆動方法は、特に、動画やコントラスト差の大き
い映像を表示する際に、有効的である。
【００６３】
　また、実施の形態１によれば、有機ＥＬディスプレイにおいて連続的な表示を実現可能
にする駆動回路、及び、表示装置の駆動方法を提供することができる。
【００６４】
　また、各行の走査（選択）は、信号電位のサンプリングを行うのみであるので、各行の
走査時間を信号電位のサンプリングに必要な時間まで短くすることができる。
【００６５】
　また、上述のような駆動方法を用いることにより、有機ＥＬディスプレイパネル１１０
の高解像度化にともない多行数化に対応することが可能になる。
【００６６】
　また、閾値電圧の補正を各行の信号電位のサンプリングとは異なるタイミングでまとめ
ておこなうので、補正に十分な時間を確保することができ、閾値電圧相当分の電圧の書き
込みを確実に行うことができる。
【００６７】
　なお、以上では、選択用ＴＦＴ１５１及び駆動用ＴＦＴ１５２としてｎチャネルＴＦＴ
を用いる形態について説明したが、ｐチャネルＴＦＴを用いた場合に、同様に待機期間を
設けてもよい。
【００６８】
　ここで、図５及び図６を用いて、比較用の駆動方法について説明する。有機ＥＬ素子は
、ある程度の発光輝度を得るためには、ある程度の発光時間率が必要であり、仮にこの時
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間率を４０％程度とする。しかしながら、閾値電圧の補正は、信号電位のサンプリングや
発光動作とは同時に行えない。このため、待機期間を設けないと次のような駆動方法にな
る。
【００６９】
　図５及び図６は、比較用の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【００７０】
　図５及び図６は、図１及び図２の構成を有する表示装置１００を駆動する比較用の駆動
方法を示しており、比較用の駆動方法は、画素行群１から待機期間を取り除き、画素行群
１についても、画素行群２と同様に、サンプリング期間の後に連続的に発光期間を設ける
駆動方法である。
【００７１】
　図５において、図３と同様に、補正期間を斜線で示し、サンプリング期間を斜めの太い
実線で示し、発光期間を横線の期間として示す。図５では、画素行群１について待機期間
を設けていないため、画素行群１の発光期間と、画素行群２の発光期間とに、時間的なず
れが生じている。
【００７２】
　また、図6に示すように、電源線１４１（１）の電位は、画素行群１についての補正期
間にＨレベルになった後は、待機期間が存在しないため、そのまま発光期間（１）の終了
時までＨレベルに保持されている。
【００７３】
　同様に、電源線１４１（２）の電位は、画素行群１についての補正期間にＨレベルにな
った後は、待機期間が存在しないため、そのまま発光期間（２）の終了時までＨレベルに
保持されている。発光期間（２）の終了時は、発光期間（１）の終了時よりもシステムク
ロックの1周期分だけ遅い時点である。
【００７４】
　以上のように、待機期間を設けない場合は、図５に示すように、画素行群１の発光期間
と、画素行群２の発光期間とに時間的なずれが生じるため、例えば、動画やコントラスト
差の大きい映像を表示する際に、映像に不連続な点が生じ、画質が低下するおそれがある
。
【００７５】
　これに対して、実施の形態１の表示装置１００は、画素行群１と画素行群２との境界に
おいても連続的に発光することができるので、動画やコントラスト差の大きい映像を表示
する際に、きれいで美しい表示を実現することができる。
【００７６】
　なお、以上では、画素行を画素行群１と画素行群２とに分けたが、例えば、ライトスキ
ャナ１３０、及び／又は、電源スキャナ１４０が行方向に２等分されたＩＣで構成されて
いる場合には、ＩＣ毎に画素行を分けるようにしてもよい。
【００７７】
　なお、以上で説明したように、補正期間終了後からサンプリング期間が開始される前ま
での期間は、各行について異なる。このような期間の違いにより、表示に影響が生じるお
それがある場合には、図４に示す駆動方法を図７に示す駆動方法のように変形してもよい
。
【００７８】
　図７は、実施の形態１の変形例による表示装置１００の駆動方法を示すタイミングチャ
ートである。図７に示すタイミングチャートは、選択線１３１（１）、１３１（２）、・
・・、１３１（ｎ／２＋１）、１３１（ｎ／２＋２）・・・の電位の制御が図４に示すタ
イミングチャートと一部異なる。
【００７９】
　図７では、画素行群１については、時刻Ｔ０で選択線１３１（１）、１３１（２）、・
・・の電位をＨレベルに立ち上げた後に、補正期間が終了する時刻Ｔ１よりも一定時間だ
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け前の時刻Ｔ０２において、選択線１３１（１）、１３１（２）、・・・の電位を所定の
負の電位Ｖｎに落としている。その他は、図４に示す駆動方法と同様である。
【００８０】
　このように、補正期間の最後に、選択線１３１（１）、１３１（２）、・・・の電位を
負電位に落とすことにより、選択用ＴＦＴ１５１のばらつき等によるリーク電流の発生を
抑制することができる。
【００８１】
　従って、各行における補正期間終了後からサンプリング期間が開始される前までの期間
の違いにより、表示に影響が生じるおそれがある場合には、図７に示す駆動方法を用いて
もよい。
【００８２】
　＜実施の形態２＞
　図８は、実施の形態２による表示装置の駆動方法を示す図である。実施の形態２の表示
装置の駆動方法は、１行目からｎ行目までのｎ行の画素行を、１行目からｎ／４行目まで
の画素行群１、（ｎ／４）＋１行目からｎ／２行目までの画素行群２、（ｎ／２）＋１行
目から３ｎ／４行目までの画素行群３、及び（３ｎ／４）＋１行目からｎ行目までの画素
行群４に４等分して駆動する方法である。なお、画素行群１、画素行群２、画素行群３、
画素行群４は、それぞれ、第１画素行群、第２画素行群、第３画素行群、第４画素行群の
一例である。
【００８３】
　なお、表示装置や画素の構成は、実施の形態１の表示装置１００（図１参照）や画素１
１１（図２参照）と同様であるため、重複説明は省略する。
【００８４】
　図８において、図３と同様に、補正期間を斜線で示し、サンプリング期間を斜めの太い
実線で示し、待機期間を斜めの白い帯状の期間で示し、発光期間を横線の期間として示す
。
【００８５】
　実施の形態１の駆動方法と同様に、各画素行群の中では、駆動用ＴＦＴ１５２の閾値電
圧の補正は同時に行われる。なお、画素行群１、画素行群２、画素行群３、及び画素行群
４についての補正期間は、すべて等しい。
【００８６】
　また、実施の形態１の駆動方法と同様に、各画素行群の中では、サンプリング期間は、
斜めの太い実線で示すように、システムクロックの1周期分の時間ずつずらした態様で、
連続的に行われる。
【００８７】
　また、画素行群１、画素行群２、及び画素行群３については待機期間を設け、画素行群
４には待機期間を設けない。画素行群４についての駆動は、実施の形態１における画素行
群２についての駆動と同様である。
【００８８】
　実施の形態１では、画素行群３についての待機期間は、補正期間と等しい。また、画素
行群２についての待機期間は、補正期間の２倍の期間である。また、画素行群１について
の待機期間は、補正期間の３倍の期間である。なお、画素行群４についての待機期間は零
であると捉えることができる。
【００８９】
　画素行群１、画素行群２、及び画素行群３については待機期間を上述のように設定すれ
ば、画素行群１、画素行群２、画素行群３、及び画素行群４の発光期間を連続的にするこ
とができる。
【００９０】
　従って、実施の形態２の表示装置の駆動方法によれば、連続的な表示を実現可能にする
表示装置の駆動方法を提供することができる。また、動画像での上下に不連続な境目が見
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うことを抑制でき、きれいで美しい表示を実現することができる。このような駆動方法は
、特に、動画やコントラスト差の大きい映像を表示する際に、有効的である。
【００９１】
　また、有機ＥＬ素子の発光時間率が例えば50%を超えるように比較的長い場合に、閾値
電圧の補正期間と発光期間が重なることを防ぐために有効である。
【００９２】
　また、このような表示装置の駆動方法を用いれば、有機ＥＬディスプレイにおいて連続
的な表示を実現可能にする駆動回路及び表示装置を提供することができる。
【００９３】
　なお、以上では、画素行を４等分して駆動する形態について説明したが、画素行を任意
の数で分割し、発光期間が連続的になるように、待機期間を設けてもよい。
【００９４】
　以上、本発明の例示的な実施の形態の駆動回路、表示装置、表示装置の駆動方法につい
て説明したが、本発明は、具体的に開示された実施の形態に限定されるものではなく、特
許請求の範囲から逸脱することなく、種々の変形や変更が可能である。
【符号の説明】
【００９５】
　１００　表示装置
　１１０　有機ＥＬディスプレイパネル
　１２０　水平セレクタ
　１２１　データ線
　１３０　ライトスキャナ
　１３１　選択線
　１４０　電源スキャナ
　１４１　電源線
　１５１　選択用ＴＦＴ
　１５２　駆動用ＴＦＴ
　１５３　キャパシタ
　１５４　有機ＥＬ素子
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